
はじめに

徳島市医師会においては，これまでも大事故や大災害

に対してさまざまな取り組みをしてきたが，最近の阪神

淡路や新潟中越などの大地震や，発生確率が高いとされ

る南海・当南海地震などを考慮して，３つの改善を行っ

た。過去５年間における，南海・東南海地震などの大規

模災害に対する徳島市医師会の取り組みについて報告す

る。

過去の大地震

表１に見られるようにほぼ１００年に一度の割合で南海

地震が発生しており，ほとんど同じ時期に東南海地震が

発生している。またその前後に，中規模の地震が群発し

ていることが報告されている。直近の南海・東南海地震

が１９４６年であり，２００４年３月２６日，政府地震調査委員会１）

から「今後，南海・東南海地震が３０年以内に起こる確率

は４０％」と発表された。

最近の地震，災害

１９９５年１月１７日，阪神淡路大震災が発生し，２００４年１０

月２３日に新潟中越地震，またそのわずか２ヵ月後の２００４

年１２月２６日にスマトラ沖地震が発生した。これらに加え

て２００４年に，徳島県では度重なる台風による被害（木頭，

木沢，上那賀，八万）に見舞われ，木沢，上那賀地区の

救護の医療班を編成するのに苦労した。公共施設の耐震

対策においても，静岡県が９０％に対し，徳島県は３０％以

下で，徳島県の防災力は全国３３位であった。これらを踏

まえて，２００４年，徳島県において防災局が知事直轄とな

り，徳島市医師会においても，取り組みの見直しが必要

と考えられた。

これまでの取り組み

１９８２年１０月，徳島市医師会において，外科・整形外科

を中心とした災害時救急隊および市内６ヵ所の応急救護

所を設置し，電話における連絡網を編成した。また，各

地区持ち回りで毎年，ビル火災，自動車事故等を想定し

て，消防局と連携して訓練を実施した。１９９３年から，２

年に一度徳島市医師会にて沖洲の流通団地にて交通事故，

徳島県庁の火災発生を想定して，消防局と連携して訓練

を実施した。１９９６年から，徳島市防災訓練に毎年参加。
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表１．主な巨大地震

南 海 東 海 関 東 三陸沖 内 陸

６８４ ７４５岐阜

８８７ ８６９

１０９９ １０９６

１３６１ １４３３

１４９８ １５８６岐阜

１６０５ １６０５ １６１１

１７０７ １７０７ １７０３ １７９３宮城

１８５４ １８５４ １９２３

１９４６ １９４４ １９３３
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直近では，２００６年９月１日第２５回徳島市総合防災訓練が

吉野川河川敷にて開催されて，医師１名，看護師２名が

参加した。また徳島市消防の取り組みとして，すでに，

すべてのコミュニティーセンター，小学校，中学校，高

等学校に防災無線が設置されていた。

他の県の医師会の取り組み

他の県の医師会ではどのように取り組んでいるのかを

調べたところ，名古屋市医師会無償診療所マニュアル２）

では，「大災害時には速やかに診療所を閉めて，決めら

れた応急救護所に駆けつけて地区の医療救護活動にご協

力下さい。」とあった。診療所を開けておけば，たくさ

んの人であふれ，たちまち薬剤や，資材は底を尽き，ど

うしようもなくなると記されていた。また神戸市医師会

では，阪神淡路大地震の教訓を受けて，すでに，手上げ

方式により，あらかじめ１５の応急救護班（医師１名，看

護師２名，事務１名，薬剤師１名）が設置されていた。

すでに地震発生が多く，危機感が強い静岡県では，民間

ヘリコプターと契約，大災害時に８０機以上のヘリを使用

できる体制をとっていた。

アンケートの実施

２００４年徳島市医師会員に対して３回のアンケートを

行った結果，連絡網をまわすのでは，津波に間に合わな

かったり，つながらなかったりするのではないかという

意見が多く，実際の訓練でも連絡網の到着に最長６１分を

要し，津波最速到達時間予想の４０分に間に合わないこと

が懸念された。また，吉野川大橋が崩落したら現行の応

急救護所に行くことは不可能などの意見が相次いだ。

応急救護所の再編

これらのことを踏まえて，徳島が水の都であり，中洲

が橋によって結ばれている特殊な地形に着目し，すべて

の橋が崩落した状態を考えて，表２のように，１６ヵ所の

応急救護所を地図上に設置し，手上げ方式にて参集して

いただける医師を決定した。すでに防災無線が配備され

た，小学校，中学校，高等学校およびふれあい健康館に

お願いした。出動に際しては，震度５以上の地震発生時

に，基本的には医師会事務局より FAXおよび自動電話

回線により依頼することとしたが，連絡が無くても可能

であれば自発的に参集することを承諾いただいた。また，

従来のように，外科，整形外科の医師ばかりでなく，内

科，小児科，精神科，皮膚科，産婦人科，脳外科，泌尿

器科，形成外科，耳鼻科，眼科など多数の診療科の先生

方に参加していただいた。これは，新潟中越地震におい

ての発生後２，３日以降における応急救護所においての経

験の教訓が生きている。もしこれらの応急救護所自体が

被害を受けた場合は，臨機応変に変更したり，他の応急

救護所の医師と協力し合い，救護に当たることを確認し

た。この新たな体制は，２００６年度から，徳島市防災マニュ

アル３）へ記載され，徳島県医師会災害対策マニュアル４）

にも記載された。

救急医療セットの整備

各地区の医師会員による図上訓練を施行したところ，

応急救護所が設置されていても，学校の保健室の器具だ

けでは何もできないのではないかとの意見が相次いだ。

このため備品を置く準備に着手した。問題点は，どのよ

うなものを置くかということと財源であったが，すでに

空港や，救急医療機関に置いている実績を持ち，数年に

一度の消耗品の入れ替えを思考するシステムが確立され

たセットがあり，徳島市に予算請求したところ，２００７年

７月，救急医療セット（JM１：図１，表３）を１６ヵ所の

すべての応急救護所に整備していただいた。これらは，

最低限の資器材であり，実際には，参集していただく方々

に，往診バックなどにつめた，必要物品を持ち寄ってい

ただくことが不可欠であり，足りなくなったものや洗浄

水などをヘリコプターなどにて落下していただくことな

どが当然必要になると考えられる。

訓練の変化

これまでの徳島市防災訓練は吉野川河川敷において，

一年に一度行われていたが，国の方針もあり，より地域

に密着した，実際の訓練を目指し，もっと小さな地区毎

の訓練が開始されることとなった。２００７年８月２６日，加

茂名小学校において，地域の住民，消防，医師，看護師

が参加した，初めての地域の市民，医師参加型のトリアー

ジ訓練５，６）が行われた。以来，新町，八万，論田，津田，

佐古と３‐４ヵ月毎に施行されている。今までの年１回の

訓練では医師１名，看護師２名が参加しているのみで

あったが，地区の訓練になってから，すでに医師４４名，
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表２．東南海，南海地震による大災害発生時の各応急救護所への医療機関の配置

（応急救護所）下記の医療機関のアンダーラインは外科系，アンダーラインのない医療機関は内科，小児科，メンタル等の医療機関

第１班
内町地区

内町小学校 保健室（電話６２２‐０７４２）（防災無線６０１０番）
橘整形外科（６２３‐２４６２）
吉田医院（６２５‐３０６５）
篠原クリニック（６２５‐２２７７）

いわせ整形外科（６５２‐６２１１）
三河循環器科内科（６５２‐７３７６）
やまぐちメンタルクリニック（６５３‐６５５７）

福田整形外科病院（６２２‐４５９７）
日比野病院（６５４‐５５０５）
古川病院（６２２‐２１２５）

梶産婦人科（６２２‐１６８０）
住友医院（６５２‐６５１４）

第２班
新町・
富田地区

新町小学校 保健室（電話６２２‐３３４８）（防災無線６０００番）
原田外科胃腸科（６２２‐７５１５）
喜多美容形成外科（６５２‐１１０７）
田村医院（６５２‐９５７３）

近藤整形外科（６２２‐３５５０）
中瀬医院（６２３‐３７５８）
伊月健診クリニック（６５３‐２３１５）

疋田外科内科（６５２‐５９８７）
和田循環器内科（６５４‐７２８０）

加藤整形外科クリニック（６２２‐７６７２）
樋口医院（６２２‐３６２２）

第３班
佐古地区

佐古小学校 保健室（電話６２２‐７８７８）（防災無線６０２０番）
矢野診療所（６５５‐５８１１）
鈴江病院（６５２‐３１２１）
藤田眼科（６５６‐１０１０）

宇山外科胃腸科（６５５‐１３０１）
三木内科循環器クリニック（６５２‐３０８８）
武田病院（６２３‐２６２２）

善成病院（６２２‐１２１２）
福永医院（６５２‐７７１７）
片岡内科消化器クリニック（６１１‐１２５１）

吉田外科医院（６５２‐８６８５）
中山内科医院（６２２‐１５００）
川島病院（６３１‐０１１０）

第４班
加茂名地区

加茂名中学校 保健室（電話６３１‐３４８７）（防災無線６５４０番）
松永病院（６３２‐３３２８）
湯浅医院（６３３‐６３４０）
水沼循環器呼吸器内科（６３２‐８４９６）
みやもと内科クリニック（６３４‐３５５１）

三木達医院（６３１‐３２１０）
リムズ徳島クリニック（６３４‐１１２２）
天満病院（６３２‐１５２０）
鎌田クリニック（６３７‐０７８８）

村田整形外科医院（６３２‐８２２８）
とくしまブレストケアクリニック（６３３‐８４８４）
高橋小児科（６３１‐８１５３）
三代内科循環器科（６３１‐２３４５）

松島医院（６３１‐５６３８）
名東内科（６３１‐５１３１）
川内内科（６３２‐１５０５）
宮内クリニック（６３３‐５５３５）徳

島
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第５班
渭北地区

（助任・前川・吉野）

徳島中学校 保健室（電話６２３‐１３７１）（防災無線６５２０番）
長岡整形外科（６５３‐５１５３）
三谷産婦人科（６２２‐２６０２）

助任診療所（６２２‐８０７０）
宇都宮皮膚泌尿器科（６５３‐８５５８）

さんかん内科外科（６１１‐２５５５）
北前川診療所（６２３‐３８０１）

七條整形外科医院（６２２‐３０３０）
健生病院（６２２‐７７７１）

第６班
田宮・矢三・春日地区

千松小学校 保健室（電話６３１‐３９４４）（防災無線６０８０番）
中村外科内科（６３１‐８５５５）
冨田内科胃腸科クリニック（６３１‐６７１１）

南医院（６３１‐４８２４）
北佐古クリニック（６３２‐６８１１）

稲山病院（６３１‐１５１５）
城西病院（メンタル）（６３１‐０１８１）

岩佐整形外科（６３３‐３１３３）

第７班
川内地区

川内中学校 保健室（電話６６５‐３４７１）（防災無線６６１０番）
木下医院（６６５‐１５２１）
応神クリニック（６４１‐４８８８）
徳島皮フ科クリニック（６６５‐５２３４）

中瀬病院（６６５‐０８１９）
賀川脳外科クリニック（６８３‐３１０１）

松村病院（６６５‐３２３３）
岡部内科クリニック（６６５‐６００８）

大塚外科内科（６６５‐７７２２）
たかす医院（小児科）（６６５‐００１０）

第８班
八万地区

八万中学校 保健室（電話６５２‐２０４８）（防災無線６５６０番）
亀井病院（６６８‐１１７７）
協立病院（６６８‐１０７０）

新田整形外科（６６８‐６８２１）
戸田皮膚科医院（６６８‐２１１１）

中村整形（６５２‐１１１９）
はしもと和クリニック（メンタル）（６６８‐２２８８）

斉藤内科循環器科（６５６‐２５１１）

第９班
多家良地区

大松小学校 保健室（電話６６９‐０８１４）（防災無線６１９０番）
平尾レディースクリニック（６６９‐６３６６）
住友医院（６６９‐０３５７）

博愛記念病院（６６９‐２１６６） じぞうばし内科外科（６６９‐２１２１）坂東ハートクリニック（６６９‐６２５５）

第１０班
昭和・沖浜地区

ふれあい健康館（電話６５６‐１５１１）（防災無線２１７０番）
ほりべ整形外科（６２６‐２７３３）
林内科（６２６‐０００３）
幸地内科小児科（６２６‐０３３３）

庄野外科内科（６２５‐１２０２）
徳島クリニック（６５３‐６４８７）
福本ヒフ科（６２６‐３６１１）

森整形外科（６２３‐６３６６）
横井内科クリニック（６５７‐０１８８）

川口内科循環器クリニック（６５２‐２５５５）
もりの医院（６２５‐１４８８）

第１１班
津田地区

津田小学校 保健室（電話６２２‐０５５９）（防災無線６１１０番）
新浜医院（６６２‐５５７７）
橋本内科（６６３‐１１７７）

森本整形外科（６６２‐１１５５）
近藤内科病院（６６３‐００２０）

田村病院（６６３‐２４８８）
みなと医院（６６２‐１０５０）

寺沢病院（６６２‐５３１１）
第一病院（メンタル）（６６３‐１１２２）

第１２班
論田地区

論田小学校 保健室（電話６６２‐０４０２）（防災無線 ６１８０番）
保岡クリニック論田病院（６６３‐３１１１）林病院（６６３‐１１８８） リハビリテーション大神子病院（６６２‐１０１４）

第１３班
中洲・新蔵地区

城東高校（電話６５３‐９１１１）（防災無線 ６８００番）
高倉医院（６２２‐２１８８） 中洲八木病院（６２５‐３５３５） リバーサイドのぞみ病院（６１１‐１７０１）柏木内科（６２２‐０３３１）

第１４班
福島・大和地区

福島小学校 保健室（電話６２２‐８１９７）（防災無線６０５０番）
城東外科内科（６５４‐５０２２）
河野循環器内科（６５２‐２４４５）
若槻クリニック（６５２‐０４３７）

木下クリニック（６２２‐０１４８）
元木小児科（６２５‐１０２５）

井上内科胃腸科（６２５‐０１８１）
住友内科病院（６２２‐１１２２）

高岡消化器内科（６５２‐９５２８）
枝川クリニック（メンタル）（６５３‐１１３１）

第１５班
沖洲，城東地区

徳島市立高校 保健室（電話６６４‐０１１１）（防災無線 ６８８０番）（城東大橋，沖洲橋，沖洲大橋のいずれかが通行可能の場合外科系医療機関も参加）
たけひさ医院（６２３‐０４８４）
浦上内科胃腸クリニック（６６４‐３２６４）

沖の洲病院（６２２‐７１１１）
さこう内科クリニック（６６４‐１７１７）

梅原整形外科医院（６０２‐０９２２）
えもとこどもクリニック（６６４‐８５８０）

木下病院（６２２‐７７００）
金沢クリニック（６６４‐６６４４）

第１６班
住吉地区

城東小学校 保健室（電話６５２‐０５５５）（防災無線６０６０番）
武市内科（６２６‐２０８７） 豊田内科（６５４‐５２１７） おかがわ内科小児科（６５６‐００２２）藤井医院（６２２‐８３５６）

時 間 外 防災無線 統制台
豊�医院（６３１‐０５００） 三谷産婦人科（６２２‐９４５１） （１０００番）

※第１１班 津田方面の救護所の津田小学校の被害が大きく使用できない場合は，２番目の応急救護所としてふれあい健康館（防災無線 ６１１０番）（電話６５６－１５１１）に変更する。
※第１２班 論田方面の３医療機関は津波の被害の少ない第九班の多家良地区か小松島市医師会と連携をする。
※第１４班 福島，大和方面救護所の福島小学校が被害が大きく使用できない場合は，２番目の応急救護所として城東高校（電話６５３－９１１１）（防災無線 ６８００番）に変更する。
※第１５班 沖洲，城東方面救護所の徳島市立高校の被害が大きく使用できない場合は，第１６班応急救護所の城東小学校に変更する。
出 動 要 領

①大災害発生時に出動する救急医療機関は自院の被災状況や患者さんの受け入れ状況により，出務が可能なときに出務することを基本とする。
出務する際には，基本的に看護師２名と連絡員１名の同行とするが，状況により医師一人でも出務するなど柔軟に対応する。
出動に際しては，基本的に医師会事務局より，FAX及び自動電話回線により依頼することとするが，地震の規模により，連絡がなくても可能であれば，自発的に該当する救護所に出務する。

②被害を受けなかった地区の登録医師は，医師会からの依頼により被害を受けた地域への応援医師として協力する。
③大災害発生時には，応急救護所において，負傷者のトリアージと応急処置と内科的診療等を行う。
④各応急救護所には徳島市地域防災無線が設置されているので，活用する。
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看護師３４名に参加していただいている（表４）。参加し

た医師からは，負傷した患者の鎮痛薬や，感冒薬などの

薬剤および点滴，包帯，ガーゼ，シーネなどの資器材を

持参する必要があるとか，いろいろな工夫の意見が出さ

れた。また，市民の声として，いつも診てもらっている

先生が参加していて，この地区の，この応急救護所で救

護してくれると思うと心強いという言葉が耳に残ってい

る。今後も，残った地区にて順次開催される予定であり，

JM１も消耗品交換時にはそれらを訓練に使用できること

となっている。

改善したこと

１．橋の倒壊を考慮し，応急救護所を増設（６から１６ヵ

所へ）した。

２．応急救護所への備品の配備（JM１）をした。

３．各地域の医師，看護師，消防，市民の参加型訓練を

開始した。

おわりに

最近５年間の，南海・東南海地震などの大規模災害に

対する徳島市医師会の取り組みについて報告した。今後

もこれらの訓練に参加し，継続していくことが，いつ起

きるかもしれない大災害に備える唯一の方法であると考

えている。
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図１．JM１（応急救護セット）

表３．JM１内容一覧

診器 １気管挿管セット １絆創膏 ２

血圧計 １気管チューブ ５ガーゼ ２０

緊急連絡カード ２０外科セット １綿棒 ５０

識別バンド １５外傷セット １清浄綿 １０

打診器 １注射器 １０三角巾 ３

ペンライト １注射針 ２０手術用手袋 ４

バイトスティック １駆血帯 １ディスポ手袋 １００

ボールペン ２止血帯 １シーネ １

サインペン ２輸液セット ３ボスミン ２０

メモ用紙 １翼状針 ３セファメジン １０

バックバルブマスク １ 静脈留置針 ３輸液５００ ３

吸引器 １包帯 ６

表４：訓練

日時 場所 参加者 内容

H１９．８．２６ 加茂名小学校 医師５ トリアージ訓練

H１９．９．１６ 新町小学校 医師８，看護師７ トリアージ訓練

H２０．１．２０ 八万中学校 医師１１，看護師９トリアージ訓練

H２０．７．２７ 論田小学校 医師３ 応急手当

H２０．１１．２ 津田小学校 医師８，看護師９ トリアージ訓練

H２１．２．８ 佐古小学校 医師９，看護師９ トリアージ訓練

吉 岡 一 夫 他９６



Activities of the Tokushima City Medical Association for prevention and management of
possible large-scaled natural disasters such as an earthquake in the Nankai and East
Nankai regions -3 changes for the past 5 years-

Kazuo Yoshioka, Keizo Tachibana, Yutaka Murata, Masanobu Tayama, Masaru Tsuyuguchi,

Shu Kawashima, and Matome Toyosaki

Tokushima City Medical Association, Tokushima, Japan

SUMMARY

Here is a report on activities of the Tokushima City Medical Association for the past５years

for prevention and management of possible large-scaled natural disasters such as an earthquake in

the Nankai and East Nankai regions.

Paying attention to the fact that Tokushima is a city of good river network with unique

topography, e.g. the towheads are connected by many bridges, and assuming a situation that all the

bridges have collapsed,１６medical institutions were selected as a first aid station on the virtual map

and obtained their approval for cooperation. However, after conducting simulation training, some

members of the Tokushima City Medical Association claimed，“We can not do anything with no

suitable equipment in a first aid station.”Thus, we requested some budget from the Tokushima

Municipal Government, and then, a first aid medical kit JM１was installed at all the１６ first aid

stations in July 2００４.

In previous years, disaster prevention training was held once a year at the riverbed of the

Yoshino River, however, the first joint triage training of local residents and medical professionals

was held at Kamona Elementary School on August２６,２００７, in which actually local residents, fire

fighters, physicians and nurses joined. Since then, the training has been held every３to４months

in Shin-machi, Hachiman, Ronden, Tsuda and Sako areas in turn.

The Tokushima City Medical Association believes that participating the disaster prevention

training introduced here and continuing the practice should be the only way for good prevention

and management of an unpredictable great disaster.

Key words : Tokushima City Medical Association, earthquake
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